
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
そ
の
他

議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
に
つ
い
て

議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

9
 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
そ
の
他

四
日
市
市
議
会
会
議
録
目
次

昭
和
四
十
一
年
七
月

四 旦 ニ
八 七 七 六

ペ
ー
ジ
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昭
和
四
十
一
年
七
月
十
四
日

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

四

日

市

市

議

会

一目c2-



第
七
議
案
第
八
五
号
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

第
六

議
案
第
八
四
号

第
五
議
案
第
八
三
号
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

第
四
議
案
第
八
二
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業

第 第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

t

〗

議
案
第
八
一
号

第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
四
日
（
木
曜
日
）

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
四
日
（
木
）
午
後
二
時
開
会

会
計
第
一
回
補
正
予
算
：

C

．3
:
・
:
;：
:
...... 、

，て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例

0
議

事

日

程

這

和

四

十

一

眸

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

．
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昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
1

般
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
質
疑
へ
討
論
、
議
決

田 '' 
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0
出
席
謡
員
（
三
十
六
名
）

日
程
追
加

第

八

発

議

第

六

号

四
日
市
市
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
に
つ
い
て

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

前

) ii 

宗

雄

君

須

藤

総

太

郎

君

伊

藤

泰

君

矢

田

繁

郎

君

荒

木

武

治

君

＼
 

日 野
崎

貞

芳

君

中

島

忠

勝

君

坂

上

長

十

郎

君

宮

崎

春

鈴

木

愛

次

君

伊

藤

太

郎

君

志

第
七
諾
案
第
八
五
号
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

第
六

議
案
第
八
四
号

第
五

第
四

誤
案
第
八
ー
一
号

議
案
第
八
三
号

比

義

平

君

吉

君

積

政

君

前

J I l 

辰

男

君

喜

多

野

等

君

坪

井

妙

子

君

安

垣

勇

君

藤

谷

祐

君

t

●
 

錦

安

吉

君

北

＇

村

与

市

君

酒

井

昌

発
議
第
七
号
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
一

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

回
補
正
予
算

第
三
議
案
第
八
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

第
二
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

制
定
に
つ
い
て

第
八
発
議
第
六
号
四
日
市
市
腹
業
委
員
会
委
員
推
薦
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

君

-3-

-.2-



0
市
議
会
事
務
局

〇
謡
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
砒
員
（
四
名
）

次

長

事

務

．

局

長

病市

院立七

事四今

務日

長市』

岩

谷

剛

君

菊

地

英

也

君

渡

部

臣

君

建 土

設ー木

部 部

長長

園

浦

輪

喜

代

司

；
 和

己

君、君

総

務

部

長

平

井

君

入

役

市

長

公

室

長

谷

沢

清文

収

J 11 

崎

祐

男 ー 男

君 君

助 助

役 役

庄

司

岩

野

良見
I 

君 君

市

長

九

鬼

喜

久

男｀
斉

君

早

川

正

夫

君

加

藤

定

男

君 ▲

.

ぃ

大

島

武

君

岩

田

久

雄雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤

金

君

山

本

一膳勝

君

渡

部

君

山

本

権

太

郎'-

栄

君

味

岡

郎

君

訓

覇

也

男

君

谷

ロ

専

九

君

永

田

利

一

郎

君

橋

詰

典

隆

君

服

部

弘

君

笠

田

昌七

衛

君

高

橋

伊

祐

君

山

中

忠

君

- -．← 

ーター
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以
下
、
祇
要
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ま
す
。

〇
函
品
（
中
品
忠
勝
君
）

次
に
、
日
程
第
三
、
紐
案
第
八
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
及
び

日
粒
第
四
、
紐
案
第
八
十
二
号
昭
和
四
十
一
年
庇
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
一
回
補
正
予
算
の
二
議
案
を
一
括
議
題
と
い
た

捉
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

市
此
゜

〔
市
品
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
堕
〕

T

.

，

た
だ
い
ま
御
上
程
の
二
諮
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

0
市
此
（
九
鬼
喜
久
男
社
）

誤
案
第
八
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
策
二
号
）
案
は
、
今
回
平
和
町
住
宅
の
集
団
移
転
を
は
か
る
た

裳
入
密
出
予
算
に
六
千
二
百
十
二
腐
円
の
追
加
柚
正
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
補
正
を
加
え
現
計
予
算
総
額
は
四
十
五
億

三
千
四
十
八
悩
二
千
円
と
相
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
四

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第
一
、
会
誤
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

l 

: l 

日
程
第
一
会
議
録
署
名
諾
且
の
指
名
に
つ
い
て

た
だ
い
ま
よ
り
会
謡
を
開
き
ま
す
。

励
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
議
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
ぉ

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
諮
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〇
祇
長
（
中
島
忠
勝
君
）

〇
蔽
長
（
中
品
忠
勝
君
）

本
臨
時
会
の
会
紐
録
署
名
諮
且
は
、
伊
藤
信
一
君
、
山
本
栄
一
君
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二

〇
添
此
（
中
品
忠
勝
君
）

日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
談
題
と
い
た
し
ま
す
。

今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
狐
磁
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
誠
品
（
中
品
忠
勝
君
）

日
程
第
三

御
狐
組
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

紐
案
第
八
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
、
及
び

貼
案
第
八
十
二
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
一
回
補
正
予
算

本
日
の
出
席
議
員
数
は
、
三
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。

〇
誠
長
（
中
島
忠
勝
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
昭
和
四
十
一
年
七
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
八
分
開
会

主

事

芳

野

孝

君

主

事

佐

藤

正

俊

君

議

事

係

長

小

坂

靖

君

-7- -6-



0
伊
藤
太
郎
君

議
案
第
八
十
一
号
に
つ
き
ま
し
て
、

〔
伊
藤
太
郎
君
登
坦
〕

伊
藤
店
。

0
議
長

（
中
品
忠
勝
君
）

も
っ
て
充
当
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

i1.・

＇

'

’

'

'

'

 

．
 

1

ー

ム

r_

疇

一
棟
を
建
設
し
て
、
入
居
先
の
確
保
を
期
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
和
町
は
、
市
有
地
八
千
八
百
五
十
一
・
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
千
六
百
七
十
七
・
五
九
坪
）
の
区
域
に
昭
和
二
十
二
年
度
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
公
営
住
宅
の
五
十
二
戸
、
市
有
地
の
賃
貸
を
う
け
て
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
も
の
五
戸
、
地
区
集
会
所
一
戸
、
そ
の
他
九
戸

計
六
十
七
戸
が
所
在
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
公
営
住
宅
部
分
は
、
去
る
昭
和
二
十
九
年
三
月
居
住
者
に
対
し
建
物
の
譲
渡
処
分
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
土
地

に
つ
い
て
は
別
に
市
有
財
産
賃
貸
契
約
を
結
び
昭
和
三
十
八
年
四
月
ま
で
善
良
に
契
約
を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
貸
し
付
け
期
間

満
了
後
売
渡
し
を
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
る
に
、
そ
の
後
市
発
展
の
情
勢
か
ら
平
和
町
は
緑
地
帯
と
し
て
地
区
住
民
の
方
々
を
公
害
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
よ
り
適
当
と
考

え
、
集
団
移
転
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
御
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
っ
た
次
第
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

移
転
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
に
は
幾
多
の
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
種
々
折
衝
を
重
ね
ま
し
た
結
果
、
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
八
百
十
九
円
（
坪
六
千
円
）
建
物
に
つ
き
ま
し
て
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
五
百
十
五
円
（
坪
五
千
円
）

部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
二
百
十
二
円
（
坪
四
千
円
）
、
そ
の
他
動
産
移
転
補
償
金
、
自
己
資
金
に
よ
り
新
築
移
転
さ
れ
る
方
に
は

住
宅
建
設
協
力
費
等
を
加
え
移
転
補
償
の
額
は
一
戸
当
た
り
平
均
五
十
三
万
円
と
し
、
ま
た
同
居
者
の
入
居
問
題
等
は
市
に
お
き
ま
し
て

も
移
転
先
の

9

ご
あ
っ
せ
ん
を
申
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
大
半
の
御
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、
ー
こ
の
た
び
集
団
移
転
irr)

つ
き
ま
し
て
都
市

計
画
に
よ
る
住
宅
地
区
改
良
法
の
適
用
を
う
け
、

13
永
地
区
登
城
山
に
用
地
三
千
七
百
九
十
六
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
千
百
四
十
八
・

五
六
坪
）
を
購
入
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
二
十
四
戸
収
容
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
第
二
種
公
営
住
宅
一
棟
と
さ
ら
に
朋
年
度

こ
の
移
転
に
要
し
ま
す
本
年
度
事
業
費
は
、
改
良
住
宅
建
設
用
地
取
得
造
成
費
千
二
百
四
十
八
万
五
千
円
、
住
宅
建
設
工
事
費
二
千
九

百
十
五
万
円
、
不
良
住
宅
買
収
除
却
費
四
百
三
十
三
万
六
千
円
、
移
転
に
伴
い
ま
す
補
償
費
千
五
百
五
十
二
万
八
千
円
お
よ
び
事
務
費
等
、

総
額
六
千
二
百
十
二
万
円
で
あ
り
ま
す
。
．

な
お
、
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
お
よ
び
起
債
の
増
額
見
込
み
分
な
ら
び
に
前
年
度
繰
り
越
し
金
を

次
に
、
議
案
第
八
十
二
号
は
、
昭
和
四
十
一
年
股
四
13
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
一
回
補
正
予
算
案
で
あ
り
ま
し
て
、
資
本
的

収
入
及
び
同
支
出
千
八
百
十
万
円
の
補
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
も
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
第
二
病
棟
側
に
あ
り
ま
す
霊
安
解
剖
室
棟
部
分
を
増
改
築
し
て
、
給
食
配
膳
室
、
患
者

食
幽
、
食
器
洗
樅
室
等
を
設
骰
し
、
建
築
中
の
新
病
棟
と
旧
病
棟
を
含
め
て
全
体
的
に
運
営
し
、
給
食
業
務
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
の

工
事
と
、
そ
れ
に
伴
う
虚
安
解
剖
室
棟
の
新
築
工
事
を
、
第
三
病
棟
完
成
の
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施
い
た
し
た
い
と
存
じ
所
要
の
経
費
を

お
顧
い
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
収
入
は
繰
り
越
し
利
益
剰
余
金
処
分
額
、
建
設
改
良
秘
立
金
等
で
補
て
ん
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
二
滋
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
取
り
急
ぎ
事
業
を
実
施
い
た
し
た
＜
予
算
の
補
正
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
る
し
く
御
審
議
の
う
え
、
御
決
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。

一
点
だ
け
御
質
問
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
町
の
移
転
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
重
要
な
事
項
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
多
年
に
わ
た
る
理
事
者
の
懸
命
な
御
努
力
に
よ
り

ま
し
て
、
こ
の
点
ま
で
到
述
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
喜
ぷ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
改
良
住
宅
が
登
城
山
に
決
定
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い

ークー
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ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
が
、
登
城
山
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
応
お
伺
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
三
浜
小
学
校
内
に
、
薬
剤
師
会
に
よ
る
と
こ
る
の
南
部
の
十
ニ
カ
所
に
お
き
ま
し
て
公
害
の
程
度
、
い
わ
ゆ
る
大
気
汚
染

の
程
度
を
調
査
し
て
お
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
御
案
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
薬
剤
師
会
に
よ
る
大
気
汚
染
研
究
の
結
果
、
四

月
、
五
月
、
六
月
に
わ
た
る
三
カ
月
の
デ
ー
ク
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
い
う
と
、
四
月
、
五
月
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

一
番
、
大
気
汚
染
の
程
度
の
高
い
も
の
は
、
中
部
西
小
で
あ
り
、
二
番
目
は
中
源
古
町
地
内
、
こ
れ
は
、
日
永
の
ほ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
三
番
、
納
屋
、
第
四
番
が
三
浜
小
と
い
う
順
序
で
ご
ざ
い
ま
す
。
六
月
と
申
し
ま
し
て
も
、
正
確
に
は
五
月
の
十
七
日
か
ら
六
月
の
十

日
ま
で
の
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
番
、
大
気
汚
染
の
程
度
の
高
い
の
が
、
当
市
役
所
。
二
番
目
が
中
部
西
小
、
三
番
目
が
日
永
、
中
瀬

古
町
と
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
登
城
山
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
筋
に
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う

い
う
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
で
あ
る
の
か
、
'
.
こ
の
点
に
つ
い
て
承
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

次
に
は
、
た
だ
い
ま
い
た
だ
き
ま
し
た
平
和
町
移
転
除
去
計
画
の
中
に
、
種
別
、
今
営
住
宅
、

宅
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
市
長
の
御
説
明
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
昭
和
二
十
九
年
十
三
号
台
風
の
直
後
、
あ
そ
こ
が

台
風
に
荒
れ
は
て
ま
し
て
、
市
の
弱
い
力
で
は
あ
れ
の
復
旧
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
あ
そ
こ
に
入
居
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
引
き
揚

げ
者
の
方
々
に
相
当
市
が
働
き
か
け
、
地
元
も
働
き
か
け
て
あ
れ
を
年
賦
償
還
で
買
っ
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
た
だ
い
ま
公
営
住
宅
と
い
う
の
か
ど
う
か
。

そ
の
二
点
に
つ
い
て
お
伺
い
申
し
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）
市
長
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
埴
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

登
城
山
の
大
気
汚
染
の
点
に
つ
い
て
、
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月
は
、
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
最
も
公
害
風
が
吹
く
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
で
は
市
役
所
が
一
番
高
い
と
ぃ
う
お
話

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
四
日
市
の
発
生
源
と
い
う
考
え
方
か
ら
見
ま
し
た
な
ら
ば
、
発
生
源
対
策
と
い
う
も
の
も
か

な
り
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
石
原
産
業
の
例
の
酸
化
チ
ク
ン
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

来
年
の
三
月
ま
で
に
は
、
私
は
、
完
全
に
酸
化
チ
ク
ソ
に
関
す
る
限
り
は
解
消
す
る
の
で
は
な
い
か
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
第
一

号
の
設
胚
が
た
い
へ
ん
成
功
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
ま
し
て
四
十
二
年
三
月
ま
で
に
こ
れ
を
完
成
す
る
と
い
う
お
話
て
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ス
モ
ッ
グ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
た
い
へ
ん
よ
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
*
-

ま
た
、
そ
の
他
亜
硫
酸
ガ
ス
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
磯
津
あ
る
い
は
そ
の
他
の
、
従
来
の
汚
染
度
の
非
常
に
高
か
っ
た
と
こ
ろ
も
三
分

の
一
く
ら
い
の
浪
度
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
、
登
城
山
に
つ
き
ま
し
て
も
、
拡
散
と
い
う
点
で

は
地
域
は
広
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
体
に
影
智
の
あ
る
と
、
i

強
い
影
蓉
が
あ
る
と
い
う
汚
染
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
確
信

な
お
、
公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
谷
沢
公
室
長
か
ら
お
答
え
を
申
し
上
げ
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
f
,

0
議
長
（
中
品
忠
勝
君
）

谷
沢
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
坦
〕

0
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）

御
質
問
の
第
二
点
、
現
在
で
も
公
営
住
宅
と
い
う
か
、
と
い
う
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

一
応
、
市
長
の
御
説
明
は
、
昭
和
二
十
二
年
度
以
来
の
経
緯
を
簡
単
に
御
説
明
す
る
意
味
に
お
き
ま
し
て
そ
の
種
別
を
明
記

L
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
な
お
、
今
後
の
移
転
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
も
、
い
る
い
ろ
そ
の
ケ
ー
ス
に
合
わ
し
た
処
置
を
考
え
ま
し
て
、
御
説

明
に
便
利
な
意
味
で
宙
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
お
手
元
資
料
は
、
す
べ
て
旧
と
い
う
御
解
釈
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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I 
0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）
伊
藤
君
゜

〔
伊
藤
太
郎
君
登
壇
〕

0
伊
藤
太
郎
君
た
だ
い
ま
市
長
、
公
室
長
か
ら
御
回
答
を
い
た
だ
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
一
番
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
大
気

汚
染
の
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
塩
浜
の
小
学
校
辺
で
も
九
番
目
と
い
う
の
に
、
日
永
の
登
城
山
付
近
が
二
番
な
い
し
三
番
と
い
う
の
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
企
業
の
非
常
な
御
努
力
に
よ
る
拡
散
と
い
う
も
の
が
、
非
常
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
お
る
こ
と
は
顕
著
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
も
十
分
に
御
勘
案
願
っ
て
、
今
後
、
登
城
山
に
で
き
ま
す
改
良
住
宅
が
再
び
そ
う
い
う
よ
う
な
危
険
に
見
舞
わ
れ
な
い
よ
う

に
十
分
の
御
配
慮
を
賜
わ
り
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
念
願
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
の
間
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
の
で
、
喜
ぶ
と
同
時
に
、

最
近
の
デ
ー
タ
に
つ
き
ま
し
て
い
さ
さ
か
危
惧
の
念
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
考
え
ら
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
二
番
目
の
公
営
住
宅
な
る
文
句
は
、
た
だ
い
ま
公
室
長
の
お
話
に
よ
る
と
い
う
と
、
「
旧
」
と
い
う
字
を
つ
け
て
お
く
と
、
そ

う
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
け
っ
こ
う
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
一
っ
問
題
が
あ
る
。
あ
の
平
和
町
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
は
、
長
年
、
大
陸
方
面
に
非
常
な
苦
労
を
な
さ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
国
力
発
展
の
第
一
線
に
殉
じ
よ
う
と
思
っ
て
海
外
に
雄
飛
さ
れ
た

方
々
で
あ
り
、
あ
そ
こ
に
お
い
で
に
な
っ
て
も
の
す
ご
い
困
苦
な
生
活
を
さ
れ
て
よ
う
や
く
自
分
の
家
を
と
っ
た
。
自
分
の
家
に
住
む
そ

の
社
び
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
あ
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
な
お
も
っ
て
公
営
住
宅
な
る
文
句
を
使
わ
れ
た
の

で
は
、
あ
の
方
々
が
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
み
え
る
の
は
、
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
も
こ
ま
か
い
御
配

磁
を
わ
ず
ら
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

‘

r

,

な
お
、
す
で
に
、
昭
和
二
十
九
年
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
入
っ
て
お
る
人
に
家
を
買
わ
し
て
、
そ
の
土
地
は
国
の
命
ず
る
と

こ
る
、
払
い
下
げ
ら
れ
て
か
ら
十
力
年
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
十
年
経
っ
た
ら
あ
な
た
方
に
払
い
下
げ
る

と
い
う
確
約
を
一
人
一
人
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
あ
そ
こ
の
方
々
は
、
相
励
ま
し
あ
っ
て
十
年

間
、
払
い
下
げ
て
い
た
だ
く
で
あ
る
う
と
思
う
金
額
の
放
み
立
て
を
し
て
み
え
た
。
と
こ
ろ
が
＼
状
況
が
異
な
る
と
は
い
え
、
•
あ
そ
こ
を

立
ち
の
く
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

で
、
そ
こ
で
、
私
が
望
む
の
は
、
今
後
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
市
民
と
か
た
い
約
束
を
さ
れ
、
前
々
の
市
長
で
あ
り
ま
し
て
も
約

束
さ
れ
た
こ
と
は
必
ず
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
、
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
あ
れ
を
、

り
そ
の
者
に
払
い
下
げ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
買
い
上
げ
て
移
転
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
れ
ぬ
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
当
時
、
ず
い
ぷ
ん

申
し
入
れ
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
つ
ど
係
の
方
々
が
か
わ
ら
れ
る
も
の
で
、
い
つ
も
か
も
御
破
算
御
破
算
で
今
日
に
至
っ
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
点
も
今
後
の
問
題
と
し
て
お
願
い
を
い
た
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
中
品
忠
勝
君
）

0
前
川
辰
男
君

（
「
手
上
げ
と
る
の
や
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

ー
た
ん
約
束
ど
お

ま
ず
第
ー
は
、
先
ほ
ど
の
伊
藤
議
且
の
質
問
に
対
す
る
市
長
の
答
え
の
中
で
、
た
い
へ
ん
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
確
か
め
て
お

き
た
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
登
城
山
は
被
害
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
信
を
持
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
市
長
の
確
信

は
で
す
ね
、
ど
う
い
う
根
拠
に
基
づ
い
た
確
信
な
の
か
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
、
第
一
点
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
は
、
議
案
説
明
の
中
に
あ
り
ま
す
あ
と
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
緑
地
帯
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
緑
地
帯
で
も
い

る
い
る
内
容
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
第
三
点
は
、
こ
の
所
要
経
四
六
千
二
百
万
円
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
分
の
一
が
国
庫
補
助
、
し
か
し
、
起
債
が
あ

点
、
質
問
い
た
し
ま
す
。

〔
前
川
辰
男
君
登
坦

u

前
川
君
゜

（
「
お
と
な
し
い
で
わ
か
ら
ぬ
の
や
ろ
」

「
小
さ
い
で
わ
か
ら
ぬ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
。
笑
声
）

ほ
か
に
御
団
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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息
い
ま
す
。

も
う
少
し
ま
じ
め
に
答
え
て
も
ら
い
た
い
。
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0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
登
坦
〕

〇
諮
長
（
中
品
忠
勝
君
）

る
と
い
う
も
の
の
、
あ
と
は
全
部
市
費
で
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
提
案
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
財
源
を

他
に
求
め
る
方
法
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
だ
か
、
こ
の
点
を
確
か
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

n
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
埴
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
城
山
の
安
全
度
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
断
言
す
る
だ
け
の
確
信
が
あ
る
の
か
と
い
う
お
話

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
の
辺
に
は
南
中
学
あ
る
い
は
日
永
小
学
校
等
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
地
帯
は
か
な
り
距
離
も
離
れ
て
お
る

と
。
従
来
か
ら
も
日
永
：
・
・
（
「
煙
突
高
う
な
っ
た
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
泊
山
等
の
地
域
に
お
い
て
は
、

S

Q
の
濃
度
に
お
い
て
も
、

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

前
川
君
•゚ 

人
体
に
彩
靱
の
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＇
（
「
根
拠
あ
ら
へ
ん
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

あ
と
地
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
（
傍
聴
席
で
発
言
す
る
者
あ
り
）
こ
れ
を
緑
地
と
し
て
：

•
•
O

傍
聴
者
の
発
言
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

利
用
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
和
町
移
転
に
伴
う
と
こ
る
の
登
城
山
住
宅
、
い
や
平
和
町
の
所
要
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
分
の
二
が
国
庫
負
担
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
実
質
七
割
程
度
が
国
附
補
助
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
残
る
と
こ
ろ
が
市
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
前
川
辰
男
君
「
ぽ
く
の
質
問
に
答

え
と
ら
ぬ
」
と
呼
ぶ
）こ

ん
な
と
こ
ろ
で
二
度
も
一
＿
一
度
も
質
問
を
繰
り
返
さ
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
、
残
念
に
思
う
の
で
す
。

ま
ず
第
一
点
の
登
城
山
の
被
古
に
つ
い
て
、
市
長
は
全
く
自
分
の
感
虹
で
も
の
を
言
っ
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
少
な
く
と
も

い
ま
ど
う
い
う
問
題
が
四
日
市
に
起
こ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

二
十
二
万
の
市
民
の
生
命
を
あ
ず
か
っ
て
お
る
市
長
で
あ
れ
ば
、

わ
か
ら
な
い
は
ず
は
な
い
わ
け
な
ん
だ
。
不
ま
じ
め
す
ぎ
る
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
な
い
と
い
う
の
な
ら
よ
ろ
し
い
。
し
か
し
、
単

に
あ
の
辺
に
附
中
学
が
あ
る
か
ら
と
か
あ
る
い
は
人
が
住
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
ば
か
な
こ
と
て
も
の
を
言
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
り

ま
す
。
市
民
が
こ
れ
を
直
接
拙
い
た
ら
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。
も
う
少
し
勉
強
を
し
て
も
の
を
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。
も
し
市
長
が
即
答

で
き
な
い
の
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
所
竹
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
所
管
の
部
長
か
ら
で
も
け
っ
こ
う
で
す
、
は
っ
き
り
と
確
信
を

持
っ
た
と
い
う
、
こ
れ
は
確
か
に
議
事
録
に
載
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
確
信
と
い
う
裂
づ
け
を
つ
く

a

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

少
な
く
と
も
で
す
よ
、
蚊
近
の
状
況
を
兄
り
ゃ
、
こ
れ
は
だ
れ
で
も
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
企
業
の
内
容
は

13
進
月
歩
の

勢
い
で
辿
ん
で
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
四

H
市
の
敷
地
こ
そ
ふ
え
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
企
業
の
内
容
と
い
う
も
の
は
、
ど
ん
ど
ん

変
化
を
き
た
し
て
お
る
。
だ
か
ら
こ
そ
煙
突
を
裔
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
、
企
業
は
非
常
に
正
直
だ
と
思
う
の
で
す
よ
。

被
虫
]
を
出
す
か
ら
こ
そ
邸
い
金
を
か
け
て
煙
突
を
上
げ
て
お
る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
容
が
ふ
え
て
お
る
と
い
う
事
実
や
な
い
で
す
か
。
そ

れ
に
対
し
て
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
で
市
会
に
発
表
し
て
も
ら
っ
て
は
、
議
員
と

し
て
も
審
議
の
し
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
も
う
一
度
答
え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
か
。
あ
る
い
は
小
公
園
的
な
も
の
に
す
る
の
か
。
あ
る
い
は
、

そ
れ
か
ら
、
緑
地
術
の
問
題
も
、
こ
れ
も
具
体
的
に
答
え
が
出
て
お
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
あ
そ
こ
は
木
を
密
生
さ
せ
る

そ
れ
に
は
ど
の
程
度
の
予
算
な
り
あ
る
い
は
国
の
援
助
を
得
る
の
か
、

県
の
協
力
を
柑
る
の
か
、
こ
う
い
う
見
込
み
。
見
込
み
で
け
っ
こ
う
で
す
。
見
込
み
っ
て
や
つ
は
は
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

以
上
。

市
長
。

-/S- ー／ダー



0
市
長
公
室
長

（
谷
沢
文
男
君
）

所
要
経
四
の
三
分
の
二
が
国
附
負
担
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
御
疑
問
が
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
谷
沢
公
安
品
か
ら
詳
細
に
説
明
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
企
業
負
担
を
将
来
の
問
題
と
し
て
考
え
る
か
ど
う

か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
も
企
業
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
は
無
関
心
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
わ
け
で
、
こ
の
二
十
日
ご
ろ

も
う
一
股
、
千
菜
県
の
ほ
う
に
出
版
い
た
し
ま
し
て
、
千
葉
の
知
事
に
も
お
目
に
か
か
つ
て
い
ろ
い
ろ
情
勢
を
伺
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
．

息
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
企
業
負
担
に
つ
き
ま
し
て
も
こ
れ
を
考
え
て
お
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

将
来
の
問
迎
と
し
て
よ
く
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

前
川
議
且
の
御
質
問
に
対
し
ま
し
て
市
長
に
補
足
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
坦
〕

谷
沢
公
室
長
。

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
と
地
の
利
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、

0
議
長
（
中
品
忠
勝
君
）

〔
市
此
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
挫
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
城
山
の
安
全
度
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
何
も
不
ま
じ
め
に
お
答
え
を
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で

、
山
崎

ら
な
る
と
こ
ろ
の
日
永
の
丘
陵
部
は
四
日
市
市
の
住
宅
地
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
大
体
、
泊
山
に
つ

町
か
ら
四
郷
に
か
け
て
は
、
だ
れ
が
見
て
も
四
日
市
市
の
住
宅
で
あ
る
。
そ
こ
を
わ
れ
わ
れ
は
選
ん
だ
次
第
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
関
係
の

て
、
と
も
か
く
現
在
あ
る
と
こ
ろ
の
平
和
町
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

者
み
な
よ
り
ま
し
て
こ
こ
に
決
定
を
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
し

で
あ
り
。
か
つ
市
有
地
の
近
路
等
に
も
不
法
住
宅
、
不
法
占
拠
等
が
ご
ざ
い
ま
す
事
情
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
少
な
く
と
も
登
城
山
と
い
．

う
条
件
の
土
地
は
、
私
は
好
適
な
土
地
で
は
な
い
か
と
断
言
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
応
こ
れ
を
消
掃
い
た
し
ま
し
て
、
緑
化
す
る
し
な
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
く
検
討
い
た
す
次

市
長
。
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1
1
1

ん
か
ら
、
こ
こ
で
言
っ
た
こ
と
が
必
ず
し
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
き
な
く
と
も
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
市
と
し
て
は

こ
う
い
う
方
法
で
や
る
の
だ
と
い
う
具
体
的
な
も
の
を
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
か
ら
、
六
千
二
百
万
円
に
つ
い
て
は
、
私
は
ち
ょ
っ
と
含
み
の
あ
る
質
問
を
し
た
わ
け
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
こ
れ
も
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
情
け
な
い
と
思
う
。
国
庫
補
助
三
分
の
二
と
い
い
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
二
千
二
百
万
で
す
か
ら

大
体
三
分
の
一
の
は
ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
あ
と
か
り
に
三
千
二
百
万
円
の
起
債
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
、
や
は
り
市
の

借
金
で
す
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
あ
と
か
ら
市
民
の
税
金
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
言
い
か
え
れ
ば
、

実
質
上
は
三
分
の
二
が
市
民
の
税
金
か
ら
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
で
す
ね
、

こ
の
土
地
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
移
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
も
し
も
企
業
が
ま
じ
め
に

操
業
を
し
て
お
っ
て
亜
硫
酸
ガ
ス
を
出
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
あ
そ
こ
は
提
防
が
完
全
に
修
復
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
再
び
水
害
も
な
い

し
ま
だ
ま
だ
住
宅
地
と
し
て
住
ま
え
る
と
こ
る
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
不
幸
に
し
て
今
13
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
原
因
は
企
業
に
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
一
般
の
市
民
の
税
金
か
ら
こ
の
よ
う
な
措
置
を
無
理
し
て
、
し
ぽ
っ
て
こ
こ
へ
支
出
す
る

こ
と
は
、
平
和
町
に
限
ら
ず
雨
池
町
の
問
題
、
あ
る
い
は
塩
浜
地
区
全
体
の
問
題
が
当
面
の
大
き
な
問
題
と
し
て
ふ
り
か
か
っ
て
お
る
現

状
の
中
で
、
こ
う
い
う
形
で
市
費
の
支
出
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
平
和
町
は
や
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
と
は
も
う
金
が
な
い
か
ら
や

り
ま
せ
ん
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
人
間
の
命
が
守
れ
な
い
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
二
十
二
万
市
民
と
い
う
も
の
の
代
表
者
と
し
て
、

そ
の
点
は
も
っ
と
し
っ
か
り
と
企
業
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
く
ら
い
の
金
は
出
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
。
ま
あ
い
る
い
ろ
予
算
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
上
、
そ
れ
が
時
期
は
か
わ
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
の
覚
悟
を
聞
き
た
い
と
い
う
の
が
私
の
第
三
点
の
質
問
で
す
。

ー／ ？ー ―ー／ 6-
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第
一
点
の
後
方
地
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
っ
は
高
花
平
等
の
位
置
も
十
分
考
慮
し
た
わ
け
で
す
が
、
地
区
住
民
の
方
々
と
の
お

話
し
合
い
も
あ
り
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
距
離
的
な
問
題
も
あ
り
、
し
か
も
、
御
指
摘
の
公
害
の
問
題
に
つ
い
て
も
一
応
の
調
査
を
い
た

し
ま
し
た
段
階
で
、
先
ほ
ど
御
指
摘
の
日
永
、
中
類
古
と
い
っ
て
も
、
こ
の
地
点
と
さ
ら
に
登
城
山
の
デ
ー
ク
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
う
い
う
点
、
十
分
配
慮
の
上
で
位
置
を
選
定
さ
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
あ
と
地
の
緑
地
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
応
、
防
災
緑
地
と
い
う
か
っ
こ
う
で
、
こ
の
中
に
ど
う
い
う
ふ
う
な
施
設
、
緑
地

を
入
れ
る
か
、
現
在
、
具
体
的
な
検
討
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
あ
と
地
の
処
分
、
先
ほ
ど
御
指
摘
の
財
源
等
の
問
題
も

あ
り
、
十
分
、
慎
重
に
検
討
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
お
は
か
り
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

補
助
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
の
資
料
の
十
一
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
一
応
、
補
助
基
本
額
の
三
分
の
二
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
い
た
だ
き
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

の
顧
い
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

ー

j
¥
 

ー
＼

，
 

0
前
川
辰
男
君
第
一
点
の
問
題
に
つ
い
て
、
決
し
て
ぼ
く
は
市
長
を
い
じ
め
て
お
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
よ
。
十
分
や
っ
ぱ
り
地
域

の
方
々
、
住
民
の
方
々
と
そ
れ
か
ら
市
の
幹
部
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
を
重
ね
た
結
果
、
出
た
結
論
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
尊

重
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ど
う
も
市
長
の
発
言
を
聞
い
て
お
る
と
い
う
と
、
何
か
ど
う
も
公
害
と
い
う
も
の
の
内
容
を
ほ
ん
と
う
に

と
ら
え
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
心
配
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
九
鬼
さ
ん
は
非
常
に
育
ち
が
い
い
の
で
あ
ん
ま

h
一
般
市
民
の

苦
労
は
知
ら
な
い
、
こ
れ
は
ぽ
く
の
ひ
が
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
＂
ど
う
も
そ
の
よ
う
な
感
じ
が
し
て
し
よ
う
が
な
い
。
や
っ
ぱ

り
ほ
ん
と
う
に
苦
し
ん
で
い
る
者
の
こ
と
を
代
表
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
市
民

い
ま
の
確
信
と
か
あ
る
い
は
絶
対
と
か
い
う
こ
と
ば
、
少
な
く
と
も
最
高
学
府
を
出
て
お
る
市
長
で
す
か

ら
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
一
体
、
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
今
後
こ
の
よ
う
な
問

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
十
分
、
気
を
つ
け
て
、
発
言
だ
け
で
な
し
に
内
容
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望
を
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
、
第
三
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
室
長
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
の
で
一
応
、
了
解
い
た
し
ま
す
が
、
三
分
の
一
と

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

三
分
の
二
の
食
い
迩
い
を
酋
っ
て
お
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
補
助
の
基
本
額
と
実
際
と
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は

み
な
わ
か
っ
て
お
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
辺
の
食
い
迩
い
は
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
念
の
た
め
に
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

他
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
「
な
し
」
「
ち
よ
っ
と
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
）

〔
錦
安
吉
君
登
坦
〕

〇
錦
安
吉
君

本
案
を
見
ま
す
と
い
う
と
、
理
事
者
の
ず
い
ぶ
ん
長
年
に
わ
た
る
御
苦
労
の
点
も
想
像
で
き
ま
す
し
、
地
元
の
市
民
の
長

年
お
困
り
に
な
り
ま
し
て
、
相
当
熱
心
な
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
る
が
、
遂
に
こ
こ
に
こ
の
提
案
が
出
る
に
至
り
ま
し

た
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
こ
と
に
社
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
関
係
の
方
々
の
御
苦
労
を
多
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
、
こ
れ
に
反
対
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
理
事
者
の
説
明
に
お
き
ま
し
て
や
や
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
私
の
み
で
な
く
、
議
且
諸
公
い
ず
れ
も
か
ら
お
尋
ね
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
市
長
の
説
明

は
、
こ
こ
に
ブ
リ
ソ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
プ
リ
ン
ト
を
見
ま
す
る
と
い
う
と
、
ま
ず
第
一
に
指

摘
で
き
ま
す
の
は
、
こ
の
地
区
の
住
宅
の
数
が
す
で
に
述
っ
て
き
て
お
る
。
市
長
の
説
明
の
と
き
に
は
、
公
営
住
宅
五
十
二
戸
、
市
有
地

の
位
箕
を
受
け
て
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
も
の
五
戸
、
そ
の
他
九
戸
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
集
会
所
が
一
っ
入
る
か
ら
六
十

七
と
い
う
ふ
う
に
古
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
集
会
所
は
住
宅
で
は
な
い
。
そ
れ
を
、
集
会
所
を
住
宅
な
み
に
人
の
住
ん
で
お
る
よ
う
に
扱

っ
て
、
平
均
五
十
何
万
円
と
い
う
数
字
を
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は
不
合
理
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
平
和
町
移
転
除
却
計
画
、
こ
の
一

〔
前
川
辰
男
君
登
埋
〕 前

川
君
゜
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ど
も
と
し
て
は
悩
足
が
い
か
な
い
と
い
う
と
こ
る
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
ざ
っ
ぱ
な
考
え
方
で
こ
う
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
も
ら

が
あ
る
か
ら
や
め
て
お
け
と
い
う
の
じ
ゃ
な
い
が
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
う
少
し
御
説
明
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
ま
す
る
と
、
何
だ
か
私

私
は
、
そ
れ
ら
一
部
、
趾
れ
る
部
分
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
木
年
度
事
業
と
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
人

り
三
戸
な
り
が
ま
だ
十
分
話
し
合
い
が
つ
い
て
お
ら
ぬ
の
か
と
い
う
こ
と
も
、

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
御
説
明
を
い
た
だ
け
な
い
。

ま
た
、
こ
の
平
和
町
の
六
十
七
戸
全
休
に
こ
う
い
う
移
転
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

あ
る
い
は
、

そ
の
う
ち
一
戸
な
り
二
戸
な

り
ま
す
。
そ
の
点
は
、
ど
う
か
。

事
務
当
局
の
配
此
と
い
う
か
努
力
と
い
う
も
の
が
抜
け
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
市
長
は
、
こ
こ
に
杏
い
て
あ
る
よ
う
に
読
む
だ
け
で
あ

K
は
こ
の
趣
竹
な
り
あ
る
い
は
概
略
に
つ
い
て
御
疵
明
を
な
さ
り
、

ま
た
、

そ
れ
で
い
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
細
部
の
点
に
つ
い
て
の

私
ど
も
本
梨
を
吝
議
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

こ
の
点
は
重
大
な
問
赳
だ
と
息
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
は
、
市

点
賠
を
欠
く
さ
ら
い
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

そ
れ
ら
に
努
力
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

除
外
さ
れ
た
よ
う
な
地
域
が
あ
っ
て
、
ど
れ
か
ら
ど
れ
ま
で
の
区
域
で
六
十
七
戸
に
な
る
の
か
。
余
す
と
こ
ろ
な
く
あ
す
こ
と
移
転
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
の
じ
ゃ
な
し
に
一
部
残
し
て
移
転
を
さ
せ
る
の
か
ど
う
か
。
残
し
た
な
れ
ば
ま
こ
と
に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
画
龍

な
お
、
こ
の
図
面
を
11や
ま
す
る
と
、
黄
色
に
色
が
登
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

そ
れ
の
さ
ら
に
東
の
ほ
う
に
五
、
六
戸
か
十
戸
く
ら
い

そ
こ
ら
の
点
が
は
っ
き
り
御
説
明
が
な
い
わ
け
で
す
。

な
ら
な
い
。
御
努
力
が
足
ら
ぬ
の
じ
ゃ
な
い
か
。
非
常
に
御
苦
労
な
す
っ
て
む
ず
か
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
ど
う
も

仰
説
明
が
な
い
。
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
分
だ
け
と
り
あ
え
ず
移
転
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
御
努
力
を
願
わ
な
け
れ
ば

る
と
こ
る
の
線
と
、
平
和
町
に
屈
住
す
る
市
民
と
の
訟
見
が
一
致
し
な
い
分
が
ど
う
も
あ
り
そ
う
に
思
う
が
、

と
こ
る
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
＾
土
戸
、
了
解
に
到
辻
し
た
の
で
あ
る
か
、

あ
る
と
、
私
は
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ぬ
。

そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の

ま
た
、
不
服
が
あ
っ
て
市
の
要
望
す

枚
刷
り
で
す
が
、
こ
の
下
の
梱
を
見
ま
し
て
も
、
家
屋
購
入
三
十
八
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
仮
設
が
七
、
公
営
が
二
十
八
、
増
築
が
二
、

集
会
所
ー
で
三
十
八
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
公
営
二
十
八
は
抹
消
し
て
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
右
側
の
土
地
補
償
の
と
こ
ろ
に
移

っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
合
計
数
は
訂
正
し
な
い
で
三
十
八
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
も
資
料
と
し
て
は
な
は
だ
ず
さ
ん
な
も
の
で

さ
ら
に
、
御
説
明
に
よ
り
ま
す
る
と
、
本
年
度
二
十
四
戸
収
容
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
第
二
種
公
営
住
宅
を
一
棟
建
て
る
。

さ
ら
に
、
明
年
殷
一
棟
を
建
設
し
て
入
居
先
の
確
保
を
期
す
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
本
年
度
、
四
階
建
て
の
第
二
種

一
戸
、
こ
れ
に
よ
っ
て
収
容
す
る
の
は
、
こ
の
上
記
計
画
の
中
に
四
十
一
年
度
の
工
事
と
し
て
四
十
二
戸
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
説
明
で
は
、
二
十
四
戸
、
そ
の
た
め
に
一
棟
建
て
る
。
来
年
さ
ら
に
一
棟
を
建
設
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
来
年
は
何
名
収
容
す

る
建
物
を
建
設
す
る
の
で
あ
る
か
。
来
年
度
は
さ
ら
に
経
費
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。
こ
の
移
転
に
要
し
ま
す
本
年
度
事
業
費
は
、
改
良

住
宅
云
々
千
二
百
四
十
八
万
五
千
円
、
住
宅
建
設
工
事
費
二
千
九
百
十
五
万
、
不
良
住
宅
買
収
除
去
費
四
百
三
十
三
万
六
千
円
、
移
転
に

伴
い
ま
す
補
但
毀
千
五
百
二
十
二
万
八
千
円
、
事
務
費
等
総
額
が
六
千
二
百
十
二
万
円
で
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

本
年
度
の
事
業
毀
は
こ
れ
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
る
が
、
さ
ら
に
、
来
年
度
は
い
か
な
る
構
想
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
経
費
等
の
見
込
み
も
ど

れ
く
ら
い
か
。
こ
れ
を
完
全
に
移
転
を
完
了
す
る
に
つ
い
て
は
、
総
額
ど
れ
だ
け
の
経
費
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
業
の
た

め
に
必
要
な
額
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
は
当
然
、
出
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
今
年
度
の
事
業
費
を
審
議
す
る
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
さ
ら
に
継
続
の
米
年
股
は
ど
う
い
う
計
画
で
ど
の
よ
う
な
ふ
う
に
お
進
み
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
当
然
、
私
ど
も
は

お
尋
ね
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
の
説
明
が
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
計
画
を
見
て
ま
い
り
ま
す
る
と
、
四
十
一
年
殷
、
四
十
二
年
度
、
そ
れ
か
ら
合
計
と
表
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
交

渉
中
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
六
十
六
戸
、
そ
れ
に
集
会
所
一
と
い
う
対
象
戸
数
に
対
し
て
、
ま
だ
話
の
つ
い
て
い
な
い

-.2 ／-
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ぉ
衿
ね
を
い
た
し
か
け
た
も
の
で
す
か
ら
、

つ
い
で
に
も
う
少
し
ー
。

錦
君
゜

っ
て
は
困
る
。
そ
う
い
う
点
を
御
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
上
で
、
本
案
に
対
し
て
議
員
と
し
て
の
さ
ら
に
こ
れ
に
対
す
る
賛
成
、
不
賛
成

の
意
見
は
、
そ
の
の
ち
に
あ
る
べ
き
も
の
と
、
こ
う
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

〔
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
壇
〕

0
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）

た
だ
い
ま
錦
議
員
か
ら
き
び
し
い
御
指
摘
を
受
け
、
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
的
に

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
本
誠
案
を
御
上
程
申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
現
在
ま
で
い
ろ
い
ろ
折
衝
を
重
ね
、
大
半
の
御
同
意
を
得
た
と
い
う
と

こ
る
で
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
御
同
意
を
得
た
方
々
が
、
早
急
に
同
意
を
得
た
者

か
ら
移
し
て
く
れ
と
い
う
強
い
御
要
訥
も
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
で
き
る
こ
と
な
ら
一
括
方
式
を
進
め
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
際
、

皆
さ
ん
の
御
協
力
と
そ
う
い
う
強
い
御
要
請
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
分
離
的
な
移
動
を
御
提
案
申
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
御
了
承
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
は
大
体
六
十
七
戸
の
戸
数
に
対
し
ま
し
て
五
十
六
戸
の
同
意
を
得
て
お
る
わ
け
で
あ

り
ま
し
て
、
す
で
に
八
三
・
五
％
に
至
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
半
と
考
え
ま
し
て
議
案
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、

函
後
、
ま
だ
残
っ
て
お
る
閥
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鋭
意
、
折
衝
を
重
ね
、
皆
さ
ん
方
の
御
協
力
を
得
て
、
四
十
一
年
、
四
十
二
年
の
二

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
し
あ
た
り
四
十
一
年
度
は
二
十
四
戸
の
一
棟
を
お
願
い
し
、
四
十
二
年
に
さ
ら
に
二
十
四
戸
の
一
棟

を
お
顧
い
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
体
お
手
元
の
狡
料
に
も
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
総
戸
数
は
、
合
計
の
戸
数
欄
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
六
十
七
戸
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
こ
に
は
い
る
い
ろ
と
同
居
さ
れ
て
お
る
方
も
あ
り
ま
す
し
、
す
で
に
移
ら
れ
た
家
に
い
ろ

い
る
箕
し
与
え
ら
れ
て
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
除
去
に
対
し
て
は
、
戸
数
と
世
帯
と
を
処
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
戸
数
を
六
十
七
、
世
術
数
を
八
十
六
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
は
四
十
二
戸
の
住
宅
を
除
却
し
移
転
を
お
願
い
し
よ
う
。

こ
の
中
で
は
、
自
力
で
お
移
り
に
な
る
方
が
二
十
七
戸
、
改
良
住
宅
の
ほ
う
へ
お
入
り
に
な
る
方
が
、
大
体
い
ま
の
と
こ
ろ
二
十
五
人
で

一
戸
余
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
御
質
問
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
不
法

一
応
、
二
十
四
戸
に
入
る
も
の
と
考
え
、
説
明
を
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
る

四
十
二
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
り
の
二
十
五
戸
、
同
届
の
五
人
の
方
々
の
移
動
を
考
え
ま
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
提
案
説
明
で

111
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
土
地
に
つ
い
て
六
千
円
、
建
物
に
つ
い
て
は
五
千
円
な
い
し
四
千
円
、

9

そ
う
し
て
、
建
物
移
転
の
た
め
の
三

万
円
の
助
成
を
考
え
て
い
く
。
さ
ら
に
、
自
力
で
移
ら
れ
る
方
に
は
金
融
公
駆
の
頭
金
に
相
当
す
る
よ
う
な
御
援
助
を
申
し
上
げ
て
、
ひ

と
つ
御
協
力
を
巾
し
上
げ
て
い
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
予
卯
の
説
明
の
中
で
、
除
却
既
の
四
十
二
と
、
問
題
は
移
転
の
四
十
三
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
補
助
は
、
非
住
家
の
集
会
所
に

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
応
、
集
会
所
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
住
家
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
家
駐
購
入
に
つ
き
ま
し
て
も
、
す
で
に
自
分
で
秩
極
的
に
お
移
り
に
な
っ
た
方
等
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
問

船
も
あ
り
、
あ
る
い
は
自
力
で
除
却
を
さ
れ
た
よ
う
な
方
も
あ
り
ま
す
の
で
数
字
的
な
相
述
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
分
現
地
を
調

究
し
、
間
迩
い
の
な
い
処
皿
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
了
承
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
此
（
中
屈
忠
勝
社
）

〔
錦
安
吉
君
登
坦
〕

〇
錦
安
吉
沿

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
方
々
の
交
渉
中
等
が
若
千
ま
だ
脚
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
が
、
こ
れ
は
、
改
良
住
宅
が
二
十
四
戸
で
す
か
ら
、

カ
年
で
円
悩
に
解
決
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

非
常
に
御
説
明
が
足
ら
な
い
点
を
深
く
お
あ
や
ま
り
い
た
し
ま
す
。

公
室
長
。

一
応
の
御
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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を
お
顧
い
い
た
し
た
い
。

.‘‘ 

ん
カ

一
応
そ
ん
な
屈
じ
が
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
こ
を
布
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
、

ひ
と
つ
さ
ら
に
さ
ら
に
御
研
究

た
だ
い
ま
の
御
説
明
で
、
ま
だ
交
渉
中
で
話
の
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ご
く
少
数
だ
け
れ
ど
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
ひ
と
つ
熱
意
と
誠
意
を
披
泄
し
て
、
円
満
な
妥
結
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
要
望
を

と
こ
ろ
が
、
世
の
中
に
は
ど
う
も
ゴ
ネ
得
と
い
う
こ
と
を
ち
ょ
い
ち
ょ
い
聞
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
に
承
諾
を
し
て
移
転
を
し
た

り
あ
る
い
は
改
良
住
宅
に
入
っ
た
正
直
な
人
が
損
を
し
て
お
る
。
あ
と
へ
残
っ
て
が
ん
ば
っ
た
人
が
得
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な

さ
れ
じ
ゃ
、
そ
う
い
う
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
お
考
え
、
御
決
意
が
あ
る
か
。
ま
た
、
方
法
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
ひ
と
つ
よ
く
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
当
然
こ
う
い
う
こ
と
を
説
明
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
質
問
を
し
て
初
め
て
答

弁
を
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
点
は
、
最
近
、
市
長
が
新
し
く
来
ら
れ
て
、
談
員
諸
公
も
私
自
身
に
お
い
て
も
そ
う
あ
ま
り
こ
ま
か
い
こ
と
根

掘
り
菜
掘
り
互
わ
な
い
で
、
大
網
的
に
け
っ
こ
う
な
こ
と
は
賛
成
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
ま
い
っ
て
お
る
が
た
め
に
、
事
務
当

局
の
方
々
が
い
る
い
る
の
立
案
と
か
施
策
に
お
い
て
、
あ
ま
り
大
ま
か
に
と
い
う
か
、
安
易
に
や
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う

点
は
ひ
と
つ
、
ど
う
も
そ
う
い
う
き
ら
い
が
あ
る
や
に
思
う
の
で
、
よ
く
御
留
意
を
い
た
だ
き
た
い
。

ぞ
れ
か
ら
、
戸
数
の
こ
と
に
民
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
五
十
二
戸
と
五
戸
と
九
戸
で
計
六
十
六
戸
が
住
宅
、
住
家
に
な
っ
て
お
る
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
況
明
内
に
集
会
所
は
非
住
家
に
し
て
計
邸
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
入
れ
て
六
十

七
戸
で
す
が
、

い
る
い
る
の
柚
伯
数
、
移
転
の
補
償
費
、
土
地
の
柚
伯
と
か
住
宅
建
設
の
協
力
と
か
い
う
も
の
に
集
会
所
と
い
う
も
の
を

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
お
る
の
か
。
こ
れ
は
、
そ
の
平
和
町
全
体
の
集
会
所
で
す
が
、
非
住
家
と
い
う
扱
い
だ
と
い
う
だ
け
で
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
町
の
集
会
所
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
今
度
、
移
転
先
が
分
散
し
て
い
く
。
幾
分
は
分
散
す

る
で
あ
る
う
け
れ
ど
も
、
従
来
の
平
和
町
全
体
の
財
産
と
し
て
、
ま
た
、
町
有
の
そ
う
い
う
集
会
の
ー
つ
の
公
的
の
場
所
と
し
て
つ
く
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
市
は
特
別
に
何
ら
か
の
考
應
を
払
っ
て
あ
げ
る
の
が
当
然
じ
ゃ
な
い
か
。

新
し
く
染
会
所
を
つ
く
る
島
合
に
は
、
市
が
柚
助
ま
で
し
て
お
る
よ
う
な
例
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な

配
瓜
を
も
っ
て
こ
れ
に
対
処
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、

ひ
と
つ
最
後
に
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
、
私
そ
う
強
く
言
う
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
平
和
町
の
移
転
を
し
て
い
た
だ
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
あ

と
を
緑
地
悩
に
し
て
地
区
住
民
と
協
離
す
る
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま
す
る
が
、
こ
の
平
和
町
の
南
東
側
は
堤
防
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
川
巾
が
相
当
広
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
区
住
民
は
も
う
住
ん
で
お
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
。
河
原
と
堤
防
で
ご
ざ
い

ま
す
。
口
ぐ
せ
に
な
っ
と
る
も
の
だ
か
ら
し
て
、
梨
団
移
転
に
つ
い
て
、
地
区
の
住
民
と
隔
離
す
る
と
い
う
こ
と
ば
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
、

い
つ
の
島
合
で
も
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
か
る
う
。
こ
と
に
こ
の
場
合
は
そ
う
い
う
も
の
で
な
い
。
し
か
し
、
緑
地
帯
と

し
て
こ
こ
を
澗
い
の
あ
る
地
域
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
た
だ
む
や
み
に
緑
地
帯
を
つ
く
れ
ば
い
い
、
緑
地
帯
緑
地

ま
た
、
地
区
住
民
と
脳
乱
と
い
う
こ
と
は
あ
て
は
ま
ら
ぬ
よ
う
に
思
う
が
、
こ
れ
ら
は
理
屈
の
よ
う
な
ふ
う
に
あ
た
る
か
も
わ
か
り
ま
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

こ
れ
は
燦
急
的
に
必
要
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
あ
と
緑
地
帯
に
す
る
必
要
が
は
た
し
て
あ
り
や
い
な
や
。

に
す
る
必
要
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
こ
を
緑
地
術
と
し
て
い
か
な
る
効
果
が
あ
る
か
、
効
用
が
あ
る
か
。
平
和
町
の
方
々
に
移
転
し

術
と
い
う
て
緑
地
111

叩
に
あ
ま
り
す
る
必
要
の
な
い
よ
う
な
と
こ
る
ま
で
、

ま
た
何
の
効
呆
も
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
緑
地
帯

て
お
さ
た
い
。

ざ
い
ま
す
る
が
、
板
邸
で
も
い
い
が
、
見
込
み
の
税
股
を
出
な
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

一
応
そ
う
い
う
考
え
方
も
こ
の
際
に
承
っ

な
お
、
本
年
製
の
事
菜
費
は
云
々
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
米
年
度
は
ど
う
か
と
い
う
私
の
質
問
に
対
し
て
お
答
え
が
な
か
っ
た
わ
け
で
ご

い
よ
う
に
、
こ
れ
は
お
顧
い
を
い
た
し
た
い
。

い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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r咋

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

他
に
御
質
問
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

満
に
解
決
を
は
か
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
っ
ち
こ
っ
ち
申
し
上
げ
た
の
で
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
の
は
、
集
会
所
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
扱

わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
第
一
点
。
さ
ら
に
、
来
年
度
の
事
業
計
画
は
、
予
算
的
に
見
て
ど
う
い
う
予
想
に
な
る
か
、
が
第
二
点
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
磯
津
橋
の
と
こ
ろ
の
残
っ
て
お
る
住
宅
、
住
民
、
こ
れ
は
い
か
に
な
さ
る
か
。
も
う
ひ
と
つ
こ
ま
か
く
言
う
と
、
西

の
端
に
も
図
面
で
見
る
と
一
軒
か
二
軒
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
両
端
の
残
存
住
宅
、
住
民
は
い
か
に
な
さ
る
か
、
と
い
う
三
点
を
、

も
う
一
度
、
御
説
明
を
お
願
い
い
た
し
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

谷
沢
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
壇
〕

0
市
長
公
室
長
（
谷
沢
文
男
君
）

再
度
の
御
質
問
並
び
に
御
答
弁
を
忘
れ
ま
し
て
、
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
色
を
塗
り
ま
し
た
部
分
が
、
今
回
、
御
上
程
を
申
し
上
げ
た
平
和
町
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の

東
と
西
の
地
域
に
あ
る
地
域
、
こ
れ
は
、
大
蔵
省
の
財
産
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
体
、
平
和
町
を
含
め
て
こ
の
地
区
が
約
一
万
三
千
五
百
キ
・

三
・
ニ

0
平
方
米
、
約
四
千
坪
ば
か
り
ご
ざ
い
ま
す
。
今
度
、
対
象
に
な
り
ま
す
の
は
、
平
和
町
の
二
千
六
百
七
十
七
・
五
九
坪
と
、
残

り
地
は
、
大
蔵
省
用
地
が
七
百
三
十
九
・
ニ
八
坪
、
建
設
省
の
堤
塘
敷
が
四
百
六
十
三
・
六
六
坪
、
そ
れ
か
ら
、
大
蔵
省
か
ら
鹿
島
建
設

が
借
用
し
て
い
る
の
が
約
二
百
七
・
ニ
八
坪
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
蔵
省
並
び
に
所
管
の
建
設
省

と
も
十
分
話
を
い
た
し
て
お
る
と
と
も
に
、
大
蔵
省
の
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
和
町
周
辺
の
緑
地
指
定
並
び
に
大
蔵
省
の
財
産
の
貸

し
付
け
、
あ
る
い
は
道
路
と
し
て
の
無
償
譲
渡
と
い
う
こ
と
で
申
請
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
う
も
の
と
相
一
体

と
な
っ
て
こ
の
地
区
の
整
理
を
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

集
会
所
の
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
集
会
所
は
、
昭
和
三
十
年
の
十
月
二
十
日
に
地
区
の
皆
さ
ん
方
か
ら
建
坪
十
八
坪
、
土
地
四
十

ー
・
六
三
坪
の
偕
用
が
で
き
て
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
土
地
の
四
十
一
・
六
三
坪
の
借
用
を
無
償
で
行
な
っ
て
き
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
今
度
の
場
合
は
、
土
地
は
、
わ
れ
わ
れ
は
一
般
の
方
々
と
は
別
個
に
考
え
て
捻
り
ま
す
。
で
す
が
、

建
物
の
除
却
は
当
然
、
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
は
考
慮
い
た
し
て
お

h
ま
す
。

ま
た
、
現
実
に
は
、
建
物
に
つ
い
て
は
個
人
が
お
入
り
の
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来
の
目
的
と
い
う
か
っ
こ
う
に
お
話
を
進
め
、
円

次
に
、
来
年
度
の
予
邸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
お
む
ね
二
十
四
戸
一
棟
が
国
の
補
助
を
得
て
建
設
を
さ
れ
、
さ
ら
に
、
残
っ
た
方
々
の

建
物
購
入
、
除
却
移
転
補
償
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
し
て
、
概
邸
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
約
三
千
万
円
程
度
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
二
議
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
を
行

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

そ
れ
で
は
、
議
案
第
八
十
一
号
及
び
議
案
第
八
十
二
号
の
二
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
二
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
、
も
う
一
っ
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
ー
つ
お
尋
ね
に
答
え
て
い
た
だ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
磯
津
へ
行
く
磯
津
橋
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
図
面
を

見
ま
す
る
と
、
ま
た
、
実
際
に
お
い
て
も
、
こ
こ
に
人
家
が
ま
だ
数
戸
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
か
な
る
措
置
を
さ
れ
る
の

か
。
ど
う
い
う
計
画
に
な
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
に
な
っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
は
最
初
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
の

-2 ?- -2 6-



〇
訓
覇
也
男
君

0
市
長
（
九
鬼
甚
久
男
君
） ,

＼
｀
 

*＇ 

市
長
。

い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
御
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

9
9
 

＇ 

I, 1 

．
 

り
'
"
‘

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
八
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
及
び
議
案
第
八
十
二
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
一
回
補
正
予
算
の
二
議
案
は
、
原
案
の
と

午
後
三
時
十
二
分
休
憩

午
後
三
時
二
十
四
分
再
開

議
案
第
八
十
三
号
戦
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
及
び

` -t.―`, 

日
程
第
六
、
議
案
第
八
十
四
号
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
日
程
第
五
、
議
案
第
八
十
三
号
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
及
び
日
程
第

六
、
議
案
第
八
十
四
号
職
且
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
二
議
案
を
一
括
、
議
題
と

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
品
（
九
鬼
喜
久
男
沿
）
登
地
〕

議
案
第
八
十
三
号
は
、

I
L
o
八
十
七
号
条
約
の
批
准
に
伴
い
地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
職
員
団
体
の
登
録
制
度
に
つ
い

て
も
全
般
的
に
手
直
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
改
正
後
の
同
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市
に
お
い
て
も
従
来
の
条
例
を

庭
止
し
て
、
新
し
く
登
録
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
も
な
内
容
を
巾
し
上
げ
ま
す
と
、
人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
登
録
機
関
を
、
地
方
公
共
団
体
の
長
か

ら
公
平
委
且
会
に
改
め
た
こ
と
。
職
且
団
体
の
登
録
事
項
を
一
そ
う
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。
登
録
の
効
力
の
停
止
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
手
続
き
規
定
を
設
け
た
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
八
十
四
号
は
、
地
方
公
務
且
法
の
改
正
に
伴
い
、
改
正
後
の
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員

が
給
与
を
受
け
な
が
ら
戦
且
団
体
の
た
め
に
業
務
を
行
な
い
、
ま
た
は
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

よ
る
し
く
御
審
議
の
う
え
、
御
決
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諮
長
（
中
島
忠
勝
君
）
御
阿
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。
"

‘

]

”

.

.

9

t

訓
覇
君
゜〔

訓
覇
也
男
君
登
埴
〕

絨
案
第
八
十
四
号
に
つ
い
て
、
特
に
第
二
条
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
員
団
体
と
理
事
者
と
の
間
に
は
い
ま
だ
一

回
も
紛
争
が
起
き
た
こ
と
が
な
い
わ
け
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
紛

争
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
も
つ
く
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
第
三
項
に
、
特
に
市
長
の
認
め
た
場
合
、
と
い
っ
た
項
目
を
入

れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
適
切
で
は
な
い
か
。
ほ
と
ん
ど
の
法
律
、
制
度
に
は
、
最
後
に
、
市
長
に
特
に
認
め
た
場
合
、
と
い
っ
た
こ
と
が
入

日
程
第
五

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

r→ 
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〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
た
だ
い
ま
、
御
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
八
十
五
号
は
、
河
原
田
・
大
治
田
地
内
に
所
在
す
る
市
道
の
う
ち
、
こ
の
た
び
倉
レ
油
化
株
式
会
社
四
日
市
工
場
の
工
場
用
地

造
成
の
た
め
に
、
そ
の
敷
地
内
に
介
在
す
る
市
道
の
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
用
途
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
廃
止
部
分
に
つ
い
て
は
、

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
う
え
、
御
決
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

日
程
第
七

rォ r咋

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

不
一
致
が
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
経
過
で
了
解
に
至
っ
た
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
御
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

る
の
が
通
例
で
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
職
員
団
体
と
の
間
で
意
見
の
不
一
致
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
。
＿

。
3
 

〔
助
役
「
岩
野
見
斎
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
（
岩
野
見
斎
君
）

岩
野
助
役
。

ま
こ
と
に
ご
も
っ
と
も
な
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
と
市
長
と
の
話
し
合
い
の
間
に
し
ば
し
ば
問
題

に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
訓
覇
議
員
の
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
第
三
項
と
い
う
も
の
を
入
れ
た
場
合
に
は
、

な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
も
あ
り
、
ま
た
、

お
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
組
合
の
ほ
う
も
こ
れ
を
了
と
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
御
了
承
願
い
ま
す
，

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

一
項
、
二
項
の
意
味
が

そ
の
ほ
か
、
絶
対
に
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
こ
ち
ら
も
考
え
て
お
ら
な
い
。
い

ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
こ
れ
は
削
除
す
る
と
。
た
だ
、
理
事
者
と
組
合
と
の
間
に
成
立
し
た
従
来
の
よ
い
慣
行
に
つ

い
て
は
、
十
分
尊
重
し
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
話
し
合
い
の
も
と
に
了
解
が
成
立
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
従
来
、
円
滑
に
進
ん
で
お
る
事
柄
に
つ
き
ま
し
て
、
特
に
こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
紛
争
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
二
議
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
を
行

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

そ
れ
で
は
、
議
案
第
八
十
三
号
及
び
議
案
第
八
十
四
号
の
二
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
二
議
案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
八
十
三
号
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
及
び
議
案
第
八
十
四
号
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
二
議
案
は
、
原
案
の

議
案
第
八
十
五
号
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

日
程
第
七
、
議
案
第
八
十
五
号
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
手
元
の
参
考
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

他
に
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
庚
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

若
干
、
事
務
的
な
内
容
の
こ
と
で
す
か
ら
、
公
室
長
で
よ
ろ
し
い
。
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0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

r-＼ 

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

本
件
は
、
須
藤
総
太
郎
君
、
山
中
忠
一
君
、
前
川
宗
雄
君
の
一
身
上
に
関
す
る
案
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
須
藤
総
太
郎
君
、
山
中
忠
一
君
、
前
川
宗
雄
君
の
退
席
を
求
め
ま
す
。

〔
須
藤
総
太
郎
君
、
山
中
忠
一
君
、
前
川
宗
雄
君
退
席
〕
｀
ト
，
＇

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）
本
件
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
任
期
が
来
た
る
七
月
十

九
日
を
も
っ
て
満
了
い
た
し
ま
す
。
同
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
五
人
を
推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
須
藤
総
太
郎
君
、
山
中
忠
一
君
、
前
川
宗
雄
君
、
伊
達
実
君
、
三
輪
勇
四
郎
君
の

五
人
を
推
跳
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

日
程
第
八

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

r咋

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

そ
れ
で
は
、
議
案
の
採
決
を
い
た
し
ま
す
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

，
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0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

〔
宮
崎
春
吉
君
登
埴
〕

た
だ
い
ま
御
提
案
に
な
り
ま
し
た
市
道
の
廃
止
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
「
川
尻
町
地
内
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
実
は
、
河
原
田
地
区
の
大
治
田
町
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
、
文
面
ど
お
り
の
倉
レ
油
化
の
設
立
に
伴
う
埋
め
立
て
問
題
が

始
ま
り
ま
し
て
、
市
道
の
廃
止
と
い
う
こ
と
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
廃
止
さ
れ
る
市
道
は
、
現
在
、
提
案
さ
れ
て
い
る
市
道

は
、
大
治
田
町
並
び
に
川
尻
町
の
小
学
校
並
び
に
保
育
園
の
園
児
が
通
学
す
る
通
学
路
に
な
っ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
今
度
、
埋
め
立
て
が
始
ま
り
ま
す
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
の
通
行
に
差
し
つ
か
え
が
出
る
お
そ
れ
が
十
分
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

現
在
、
残
る
と
思
わ
れ
る
た
だ
一
本
の
通
学
道
路
と
し
て
の
道
路
の
整
備
を
早
急
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
個
所
を
は
っ
き
り
申
し
上
げ
れ
ば
、
大
治
田
町
か
ら
南
に
、
二
十
三
号
線
の
東
側
の
道
路
で
す
ね
、
こ
れ
を
大
治
田
町
か
ら

南
側
、
内
部
川
の
左
岸
ま
で
こ
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
、
い
る
い
ろ
倉
レ
油
化
に
対
す
る
土
地
譲
渡
の
問
題
に
つ
い
て
、
道
路
整
備
と
か
何
と
か
の
条
件
が
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、

い
る
い
ろ
の
条
件
を
聰
重
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
だ
け
を
要
望
申
し
上
げ
ま
し
て
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
案
第
八
十
五
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に

採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

本
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
八
十
五
号
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

発
議
第
六
号
四
日
市
市
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
八
、
発
議
第
六
号
四
日
市
市
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
に
つ
い
て
、
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

他
に
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
宮
崎
春
吉
君

宮
崎
君
゜

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。
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り
ま
す
。

鈴
木
君
゜

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。

提
案
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
議
事
係
長
（
小
坂
靖
君
）
朗
読
〕

r~ 

よ
っ
て
、
須
藤
総
太
郎
君
、
山
中
忠
一
君
、
前
川
宗
雄
君
、
伊
達
実
君
、
三
輪
勇
四
郎
君
の
五
人
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

こ
の
際
、
本
日
の
会
議
時
間
を
厳
事
の
都
合
に
よ
り
午
後
七
時
ま
で
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
．

発
議
第
七
号
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

〇
ー
'
l
A
9

午
後
三
時
四
十
分
休
憩

午
後
五
時
五
十
分
再
開

た
だ
い
ま
鈴
木
愛
次
君
ほ
か
八
人
か
ら
、
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
、
こ
れ
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

書
記
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

0
鈴
木
愛
次
君

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
、
発
議
第
七
号
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に

関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
、
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

発
議
第
七
号
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
、
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

印
刷
が
お
く
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
後
日
で
き
次
第
お
手
元
に
届
け
ま
す
。

提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
鈴
木
愛
次
君
登
壇
〕

亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
本
市
の
公
害
問
題
は
、
今
日
、
政
府
初
め
全
国
民
の
関
心
事
に
ま
で
至
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も
な

い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
公
害
対
策
の
促
進
に
つ
い
て
再
三
、
議
決
、
要
望
を
続
け
て
ま
い
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
去
る
十
日
に
は
、
公
害
患
者
の
自
殺
と
い
う
不
幸
な
事
件
が
起
こ
り
、
全
国
に
話
題
を
も
た
ら
し
た
現
状
で
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
、
公
害
問
題
の
早
期
解
決
を
さ
ら
に
一
段
と
促
進
す
べ
く
、
次
の
事
柄
を
関
係
方
面
に
要
請
い
た
し
た
い
の
で
あ

す
な
わ
ち
、
発
生
源
に
お
け
る
公
害
防
除
に
つ
い
て
、
必
要
な
法
規
の
早
期
制
定
、
改
正
等
に
つ
い
て
。

次
に
、
公
害
関
係
認
定
患
者
に
対
す
る
医
療
費
並
び
に
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
国
、
県
の
緊
急
措
置
に
つ
い
て
。

次
、
医
療
設
備
の
充
実
及
び
避
難
所
の
設
置
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
緊
急
に
適
切
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ

う
、
意
見
書
を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
提
出
い
た
し
た
＜
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
市
長
に
お
か
れ
て
は
特
に
関
係
企
業
に
対
し
強
く
要
請
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

日
程
追
加

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。
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簡
単
に
言
い
ま
す
。

営
に
つ
い
て
」

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕

〇
訓
覇
也
男
君
と
う
と
う
わ
れ
わ
れ
が
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
事
態
が
四
日
市
に
到
来
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
長
の
日

ご
ろ
の
言
明
や
過
日
の
公
害
対
策
委
員
会
に
お
き
ま
す
市
長
の
考
え
を
聞
い
て
お
り
ま
す
と
、
本
日
わ
れ
わ
れ
が
国
や
県
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
公
害
認
定
患
者
の
生
活
保
障
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
や
県
の
補
助
が
な
け
れ
ば
市
と

し
て
は
実
施
し
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
際
、
市
長
が
市
と
し
て
実
施
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
そ
の
点
に
つ
い
て
確

か
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
事
件
は
、
お
そ
ら
く
公
害
に
よ
っ
て
直
接
、
生
命
を
失
う
と
い
う
例
は
あ
り
ま
し
て
も
、
公
害
で
じ
り
じ
り
自
分
の
命
が
縮
め

ら
れ
て
、
し
か
も
、
経
済
的
に
も
生
活
が
困
る
と
い
っ
た
状
態
の
も
と
に
、
み
ず
か
ら
自
分
の
命
を
断
つ
と
い
う
例
は
、
い
ま
だ
聞
い
た

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
り
ま
し
て
も
、
な
お
か
つ
市
長
は
、
埋
め
立
て
を
し
て
新
た
に
企
業
を
誘
致
し
よ
う
と

ま
だ
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
、
四
日
市
市
民
は
も
と
よ
り
全
国
の
人
た
ち
が
、
こ
こ
で
四

13
市
市
が
ど
う
い
う
態
度

を
き
め
る
か
、
四
日
市
市
長
が
ど
う
い
う
市
政
を
行
な
う
か
と
い
う
こ
と
を
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
る
と
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
過
日
の
公
害
対
策
委
員
会
の
と
き
ま
で
は
、
ま
だ
市
長
の
態
度
は
、
切
実
な
市
民
の
要
望
に
十
分
こ
た
え
る
よ
う
な
答
弁

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
木
平
さ
ん
の
死
は
、
不
可
抗
力
で
は
な
く
て
、
わ
れ
わ
れ
が
何
と
か
す
れ
ば
何
と
か
な
る
問
題
で
あ
っ
た

と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
政
治
的
な
殺
人
で
あ
る
、
わ
れ
わ
れ
も
深
く
力
の
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
公
害
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
三
十
九
年
の
四
月
、
塩
浜
の
古
川
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
た
と
き
も
、
原
因
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
。
公
害
だ
と
騒
ぐ
こ
と
は
社
会
不
安
を
招
く
か
ら
慎
重
に
せ
よ
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な
お
声
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
の
対
策
が
お
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
度
の
場
合
に
も
、
高
血
圧
症
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
原
因
が
云
々
せ
ら
れ
ま
し
て
、
明

ら
か
に
肺
気
腫
と
い
う
公
害
患
者
の
認
定
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
い
で
公
害
に
対
す
る
万
全
の
策
を
講
ず
る
こ
と
が
ま
だ
な
ま

ぬ
る
＜
、
市
長
の
態
度
も
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
公
害
に
悩
ん
で
い
る
方
の
あ
る
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
す
で
に
鈴
鹿
の
病
院
に

移
転
を
す
る
と
い
う
、
入
院
を
す
る
と
い
う
決
意
を
し
て
、
寝
具
も
送
り
届
け
た
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
鈴
鹿
病
院
へ

い
ま
ま
で
の
市
長
の
態
度
が
適
切
で
な
く
て
、
公
式

の
席
上
で
、
た
と
え
ば
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
言
明
も
、
生
活
保
護
だ
け
で
よ
い
と
い
う
言
明
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

と
呼
ぶ
者
あ
り
）

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

は
い
、
は
い
、
や
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
活
保
障
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
い
ま
の
法
律
で

．
 

は
、
国
や
県
が
や
ら
な
く
て
も
四
日
市
市
独
自
の
政
策
で
や
り
得
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
民
生
委
員
法
や
あ
る
い
は
社
会
福
祉
事
業
法
を

見
れ
ば
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
い
ま
法
外
援
護
と
い
う
制
度
で
現
実
に
三
十
万
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い

っ
た
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
金
が
な
く
て
入
院
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
人
た
ち
が
、
あ
る
い
は
生
活
保
護
に
転
落
す
る
人
た
ち
が
助
か
る

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
例
と
そ
う
い
っ
た
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
長
は
、
直
ち
に
生
活
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
取

り
組
ま
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
お
伺
い
い
た
し
た
い
。

「
発
言
さ
せ
よ
」

発
言
す
る
者
多
し
）

（
「
約
束
が
違
う
、
質
疑
か
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

「
発
言
中
や
」

（
「
簡
単
て
何
や
」

こ
の
間
も
、
発
生
源
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
継
続
継
続
」

「
違
う
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
こ
こ
で
市
長
の
：
・
・
（
「
議
長
、
議
長
」

「
議
長
」

「
議
長
」
と
呼
ぶ

「
言
う
と
る
や
な
い
か
、
議
事
進
行
に
つ
い
て
と
」

そ
の
他

一
番
安
上
が
り
で
あ
る
か
ら
そ
の
こ
と
を
や
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

〇
訓
覇
也
男
君

訓
覇
議
員
、
適
当
に
：
•
•
O

行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、 '`̀ 

~' 
t

,

｀
 

訓
覇
君
。

(I書1

-（|．,r 

（
「
議
長
、
議
事
運

（
「
議
長
」
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会
議
を
閉
じ
、
七
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
、
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

書
提
出
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

rォ

を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

者
あ
り
）
明
確
な
言
明
を
得
な
い
と
、
（
「
約
束
が
違
う
よ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
次
の
重
大
な
決
意
を
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
「
議
長
、
整
理
せ
い
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

企
業
の
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
も
、
中
止
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
事
前
に
で
も
協
議
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
点
を
国
・
県
に
陳
情
す
る
前
に
、
市
長
の
明
確
な
御
答
弁
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
必
要
な
し
」
「
議
長
」
人

H
山
長
、
登
壇
や
ぞ
」
「
議
長
休
憩
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）
市
長
。
（
「
発
言
さ
さ
ん
か
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
た
だ
い
ま
の
訓
覇
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
'

先
13
は
木
平
氏
が
、
公
害
病
患
者
が
ど
の
程
度
出
て
お
る
か
は
と
も
か
く
と
い
た
し
ま
し
て
、
な
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
は

弔
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
師
の
診
耕
に
お
き
ま
し
て
も
、
混
合
性
障
害
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
公
害
の
疾
病
と
い
う
も
の
が
ど
こ
ま
で
公
害
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
一
般
的
な
素

因
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
刺
激
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
等
に
よ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
病
気
の
原
因
の
混
合
度

と
い
う
も
の
が
非
常
に
判
定
し
に
く
い
と
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
公
害
に
よ
る
生
活
保
障
を
ど
こ
ま
で
や
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
、
一
地
方
自
治
体
が
行
な
い
ま
す
に
つ
き
ま
し
て
は
、
．
非
常
に
こ
の
公
害
の
疾
病
の
限
度
の
判
断
と
い
う
も
の

が
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
い
ま
直
ち
に
生
活
保
障
を
い
た
す
と
い
う
こ
と
は
、
，
私
は
四
日
市
市
と
し
て
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
社
会
福
祉
事
業
等
、
幾
多
の
関
連
事
業
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
得
る
限
り
生
活
保
障
の
線
に

沿
い
得
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
な
努
力
を
い
た
し
た
い
と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
J

ま
た
、
埋
め
立
て
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
明
確
な
お
答
え
が
で
き
る
程
度
の
段
階
に
ま
で
進
ん
で
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

私
は
、
た
び
た
び
前
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
説
明
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
公
害
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
の
ー
つ
の
発

生
源
対
策
と
し
て
の
古
い
と
こ
ろ
の
設
備
を
廃
棄
し
て
、
新
し
い
よ
い
設
備
に
切
り
か
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
時
代
の
趙
勢

ー
つ
の
都
市
改
造
の
一
環
と
し
て
も
、
ま
た
公
害
対
策
解
決
の
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
や
は
り
新
し
い
純
粋
な
工
業
用
地

に
新
し
い
設
備
を
つ
く
っ
て
公
害
を
な
く
す
る
よ
う
に
努
力
を
す
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

他
に
御
質
疑
も
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
「
休
憩
」

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
発
議
第
七
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

〔
賛
成
者
起
立
〕

0
議
長
（
中
島
忠
勝
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

本
案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
、
御
起
立
を
願
い
ま
す
。

起
立
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
発
議
第
七
号
公
害
防
除
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見

御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
提
案
者
に
対
す
る
御
質
疑

_
o

で
あ
り
、

I
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、 9

9,  

長
時
間
、
御
苦
労
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
，

署

名

議

員

山

本

栄

署

名、

議

員

伊

藤

信

四

日

市

市

議

会

議

長

中

島

忠

勝

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

午
後
六
時
十
一
分
閉
会
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